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2021年 5月 2日(日)礼拝メッセージ 

聖書箇所：雅歌 1章 1～4節 

タイトル：「歌の中の歌」 

  

 きょうから、雅歌に入ります。皆さんは「雅歌」という言葉を聞いたことがありますか。

「雅歌」というと一般に絵を描く「画家」を思い浮かべるのではないかと思いますが、その

「画家」ではなく「雅歌」です。この「雅歌」という言葉を広辞苑で調べてみると、①俗歌

に対して、格式の正しい歌。みやびな歌。②旧約聖書中に収められた男女の恋愛歌。とあり

ます。やはり、どちらかというとこの聖書の中の「雅歌」を念頭に説明されているようです。 

 

 1節には「ソロモンの雅歌」とあります。これはソロモンが書きました。この「雅歌」と

いう言葉には※印がついていて、下の説明を見ると、直訳「歌の中の歌」とあります。ヘブ

ル語では「シール・ハッシリーム」と言います。意味は「歌の中の歌」です。「歌」はヘブ

ル語で「シール」といいますが、このように「シリーム」と伸びると複数形になります。で

すから、ただの歌ではなく「歌の中の歌」です。英語では「The Song of Songs」となって

います。このように「歌の中の歌」という表現は、「主の主」、「王の王」という表現のよう

に最上級を表しています。つまり、「雅歌」とは「歌の中の歌、最上級の歌」という意味で

す。この歌を書いたのはソロモンです。彼は伝道者の書も書きました。前回までその伝道者

の書を学びましたが、その書の中で彼は「空の空、すべては空」と言いました。この世にお

いて私たちの心を満たすものは神以外にはありません。神を知らない生き方は虚しいので

す。その神とはどのようなお方なのでしょうか。その伝道者の書に続いてこの雅歌があるの

は意義深いと思います。つまり、神を知るということは、 神の愛を知ることなのです。 

 

 この雅歌を読んでいくとわかりますが、ちょっと難解です。何回読んでもわかりません。

その理由の一つには、ここに登場する 2 人の男女が誰のことを指しているのかはっきりわ

からないことです。伝統的にはこの 2人の男女に関しては 3つの解釈があります。第一に、

これは実在した 2人の男女で、この雅歌はこの男女の愛を歌った歌であるという考えです。

つまり、これは神が用意してくださった理想的な男女の愛の関係とはどういうものなのか、

夫婦の関係とはどういうものなのかを歌った歌だというのです。 

第二に、これは単なる男女の恋愛の歌ではなく、神とイスラエル民族との関係を比喩的に

表したものであるという考えです。ほとんどのユダヤ人の学者と一部の福音派の学者はそ

のように理解していて、これをイスラエルに対する神の愛の物語だと考えています。 

第三に、比喩は比喩でもこれはキリストと教会との関係を表わしているという考えです。

多くの福音派の学者がそのように理解しています。新約聖書には教会はキリストの花嫁と

ありますから、そのように解釈するのは自然ではいかと思います。ここでは「花婿なるキリ

スト」と「花嫁なる教会」との基本的な愛の関わりを預言的に歌った「愛の歌」と理解して
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お話しを進めていきたいと思います。 

 

 Ⅰ．ぶどう酒にまさって麗しい愛(1-2) 

 

それでは、早速本文を見ていきましょう。まず 1～2節をご覧ください。「ソロモンの雅歌 

あの方が私に口づけしてくださったらよいのに。あなたの愛は、ぶどう酒にまさって麗し

く、」 

 

2節から本文が始まります。2節から 7節までが花嫁のことばです。それにしても、最初

からドキッとしますね。いきなり「口づけ」の話です。「あの方が私に口づけしてくださっ

たらよいのに。」 

口づけは、愛の親密感を表しています。そもそも「口づけ」するということは、花婿と花

嫁が顔と顔を合わせる行為です。花嫁がその熱い口づけを求めているのは、花婿の心と思い

を知ろうとする熱意の表れなのです。その口づけは、複数形で表されています。何度も口づ

けしてくれたらいいのに、という意味です。ルカの福音書 15章に放蕩息子のたとえ話があ

りますが、その話の中で父親は放蕩して帰って来た息子に何度も口づけしました。それと同

じです。それは親密な愛の表現であるだけでなく、尽きることのない愛を表わしています。

それは何回も与えられるものなのです。昨日だけでなく今日も、明日も与えられます。それ

はいつも新鮮なのです。私たちは昨日の「口づけ」ではなく、日々与えられる新しい「口づ

け」を求めることができるのです。 

 

花嫁はなぜこのような親密な関係を求めているのでしょうか。その理由が 2 節の後半に

あります。「あなたの愛は、ぶどう酒にまさって麗しい」花婿の愛はぶどう酒にまさって美

しいからです。どういうことでしょうか。聖書では「ぶどう酒」は人生の楽しみや喜びを象

徴しています。たとえば、詩篇 4篇 8節には「あなたは喜びを私の心に下さいます。それは

彼らに穀物と新しいぶどう酒が豊かにある時にもまさっています。」とあります。この穀物

と新しいぶどう酒は喜びを象徴しています。主が与えてくださる喜びは、この世が与えてく

れる喜びにまさっているということです。また、詩篇 104篇 15節にも「ぶどう酒は人の心

を喜ばせ、パンは人の心を支えます。」とあります。この「ぶどう酒」とか「パン」は、こ

の世が与える喜びと言ってもいいでしょう。すなわち、花婿の愛はこの世が与える喜びや楽

しみよりもはるかにすばらしい、はるかに勝っているという告白なのです。 

 

先ほど歌った賛美は「なんて素晴らしいイエスの名は」(What A Beautiful Name)という

賛美です。イエスの名がなんて素晴らしいものなのかを歌った歌です。 

1. 神と共にあった はじめの言葉 あなたの栄光は 地に満ちている 

なんて麗しい なんて麗しい イエス・キリストの その麗しい名に 勝るものはない 
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なんて麗しい イエスの名は 

 

2. 私の罪も全部 包んだ愛により 私をあなたから 離すものはない 

なんて素晴らしい  なんて素晴らしい イエス・キリストの その素晴らしい名に勝る

ものはない なんて素晴らしい イエスの名は 

 

永遠の初めからあったことば。そのことばは神とともにありました。ことばは神であり、

神の栄光に満ちていました。その栄光の神が、すべての人を照らすまことの光として、この

世に来られたのです。この方はもとから世におられ、世はこの方によって造られたのに、世

はこの方を知りませんでした。この方はご自分の民のところに来られたのに、ご自分の民は

この方を受け入れませんでした。それなのに神さまは、ご自分に敵対していたこの世を救う

ためにこの方を遣わしてくださり、私たちの罪の身代わりとして十字架に付けてください

ました。それは、この方を信じる者がひとりも滅びることなく、永遠のいのちを持つためで

す。この方の愛によって、私たちは神の子とされ、栄光の御国を相続する者とされました。

だれもこの愛から引き離すものはありません。なんて麗しい愛でしょうか。 

 

使徒パウロは、この方の愛を次のように言いました。「私たちがまだ弱かったとき、キリ

ストは定められた時に、不敬虔な者のために死んでくださいました。正しい人のためにでも

死ぬ人はほとんどありません。情け深い人のためには、進んで死ぬ人があるいはいるでしょ

う。しかし私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったこ

とにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます。」(ローマ 5:6-8) 

 私たちがまだ罪人であったときとは、私たちが神さまに背き、神さまに敵対していたとき

のことです。そのようなときにキリストは私たちのために十字架で自分のいのちを与えて

くださいました。そのことによって、私たちに対するご自身の愛を明らかにしてくださった

のです。何と麗しい愛でしょうか。あれも愛、これも愛、たぶん愛、きっと愛。この世には

いろいろな愛がありますが、これほどの愛はありません。これは自分を与える愛です。相手

が良い人であるかとか、悪い人であるかといったことは全く関係ありません。そのようにし

てイエスさまはご自身の愛を明らかにしてくださったのです。それは私たちが滅びること

なく、永遠のいのちを持つためです。この永遠のいのちとは、死んでから受けるいのちだけ

でなく、イエス・キリストによってもたらされる罪の赦しと永遠のいのちです。聖霊による

神さまとの交わりです。神さまがいつも共におられます。この地上にあっても、神さまが与

えてくださる平和と喜びに満たされることができるのです。何とすばらしいことでしょう

か。 

 

 このキリストが与えてくださる神さまとの交わりは、この世が与えるどんな喜びよりも

はるかにすばらしい。そういっているのです。それは永続する喜びです。主イエスは言われ
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ました。「この水を飲む人はみな、また渇きます。しかし、わたしが与える水を飲む人は、

いつまでも渇くことがありません。わたしが与える水は、その人の内で泉となり、永遠のい

のちへの水が湧き出ます。」(ヨハネ 4:13-14)この水を飲む人は、また渇きます。しかしイ

エス様は、決して渇くことのない水を与えてくださるのです。それはこの世にあるものと比

べることができません。イエスが与える愛、イエスが与える喜びにまさるものはありません。

それはあまりにも大きく、あまりにも豊かで、あまりにもすばらしいので、この世のものと

比べることができないのです。 

 

 思い出してください。皆さんが救われた時のことを。思い出してみてください。一人主の

御前にひれ伏して祈っているときに神の臨在があなたに臨んだ瞬間のことを。それはまさ

に天にも上るような思いだったはずです。思い出してみてください。兄弟姉妹と一緒に声を

合わせて賛美しているときのことを。それは、ヘルモンから、シオンの山々に降りる露のよ

うです。主がそこにとこしえのいのちの祝福を命じられたからです。それは何にもまさる喜

びです。キリストの愛は、ぶどう酒にまさって麗しいのです。 

 

Ⅱ．注がれた香油のような名 (3) 

 

次に 3節をご覧ください。ここには「あなたの香油は香り芳しく、あなたの名は、注がれ

た香油のよう。そのため、おとめたちはあなたを愛しています。」とあります。なぜ、おと

めたちはそんなに彼を愛しているのでしょうか。それは花婿の愛が香油のように芳(かぐ

わ)しいからです。この香りはとのような香りでしょうか。散歩していると、ふと花の香り

が漂ってきて思わず足をとどめることがあります。その香りに季節の変わり目を感じるの

です。沈丁花に春の香りを、クチナシの花に梅雨のしっとりさを、金木犀の香りには秋の深

まりを感じます。そんな風情がなんともいえません。ではキリストの香りには何を感じるの

でしょうか。 

 

パウロはⅡコリント 2章 15節で、「私たちは、救われる人々の中でも、滅びる人々の中で

も、神に献げられた芳しいキリストの香りなのです。」と言っています。この香りは神に献

げられた芳しい香りです。ここに「あなたの名は、注がれた香油のよう」とあるのはそのこ

とです。キリストの名が香油のように芳しいのは、キリストがご自身を神に献げられたから

なのです。 

 

ピリピ 2章 6～11節にこのようにあります。「キリストは、神の御姿であられるのに、神

としてのあり方を捨てられないとは考えず、ご自分を空しくして、しもべの姿をとり、人間

と同じようになられました。人としての姿をもって現れ、自らを低くして、死にまで、それ

も十字架の死にまで従われました。それゆえ神は、この方を高く上げて、すべての名にまさ



5 

 

る名を与えられました。それは、イエスの名によって、天にあるもの、地にあるもの、地の

下にあるもののすべてが膝をかがめ、すべての舌が「イエス・キリストは主です」と告白し

て、父なる神に栄光を帰するためです。」 

何ゆえに神はこの方を高く上げて、すべての名にまさる名をお与えになったのでしょう

か。それは、キリストは神の御姿であられる方なのに、神としてのあり方を捨てることはで

きないとは考えないで、自分を無にして仕える者の姿をとり、死にまでも従い、実に十字架

の死にまでも従われたからです。キリストはご自分を神に完全にささげてくださったので、

神はこの方を高く上げて、すべての名にまさる名を与えられました。十字架上のキリストの

犠牲は、究極的な「神に捧げる香り」であって、私たちの罪の赦しのために、神に受け入れ

られるものです。 

 

捧げ尽くすところにいのちの祝福があります。「あなたの名は注がれた香油のよう。」です。

キリストはご自分のいのちを献げので、香油のように香り芳しいのです。そのため、おとめ

たちは彼を愛するのです。 

 

Ⅲ．引き寄せてくださる方(4) 

 

第三に、この方は私たちを引き寄せてくださいます。4 節をご覧ください。「私を引き寄

せてください。私たちはあなたの後から急いで参ります。王は私を奥の間に伴われました。

私たちはあなたにあって楽しみ喜び、あなたの愛をぶどう酒にまさってほめたたえます。あ

なたは心から愛されています。」 

花嫁は花婿に「私を引き寄せてください」と言っています。私たちは、引き寄せてもらわ

なければ花婿のもとに行くことができません。引き寄せられて初めてその後について行く

ことができるのです。 

 

私は、18 歳の時、高校 3 年生の時に教会に行きイエス様を信じました。生きる目的がわ

からず地に足が着いていないような生活をしていた時、後に結婚することになりますが、一

人の宣教師に誘われて教会に行きました。初めは冗談のつもりでしたが、「だれでもキリス

トのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、見よ、すべ

てが新しくなりました。」(Ⅱコリント 5:17)のみことばを聞いて、キリストにある新しい人

生をスタートすることができました。それからずっとイエス様を信じて歩んできましたが、

ずっと自分がイエス様を信じたとばかり思っていました。でも実際はそうではなかったの

です。イエス様が私を引き寄せてくださったのです。そうでなかったら信じることもできな

かったでしょう。それは信じるということばかりでなく、その後のことを考えてもそうです。

イエス様を信じてからも実にいろいろなことがありましたが、それでも信じ続けることが

できたのは、イエス様が私を引き寄せてくださったからなのです。どんなに神から離れても、
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どんなに神に背を向けていても、神の方から御手を伸ばしてくださいました。 

 

この神の愛について使徒ヨハネはこう述べています。「神はそのひとり子を世に遣わし、

その方によって私たちにいのちを得させてくださいました。それによって神の愛が私たち

に示されたのです。私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のため

に、宥めのささげ物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです。」(Ⅰヨハネ

4:9-10) 

ここに愛があります。神がそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにいのちを

得させてくださいました。それによって神の愛が私たちに示されたのです。私たちが神を愛

したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、宥めのささげ物としての御子を

遣わされました。ここに愛があるのです。 

 

預言者エレミヤは、このことをこう述べています。「主は遠くから私に現れた。「永遠の愛

をもって、わたしはあなたを愛した。それゆえ、わたしはあなたに真実の愛を尽くし続けた。」

(エレミヤ 31:3)すばらしいですね。主は永遠の愛をもって愛してくださいました。過去、

現在、未来において、主があなたを愛さなかったことは一度もありません。生まれる前から、

そして生まれてからもずっと愛し続けてくださいました。私たちが人生で最悪だと思うよ

うなときでも、神さまはずっとあなたを愛し続けておられたのです。クリスチャンになって

からだけでなくクリスチャンになる前も、ノンクリスチャンの時ですら愛しておられまし

た。あなたは、この永遠の愛で愛されているのです。 

 

ここには、主は遠くから私に現れたとあります。どういうことでしょうか。主が遠くにお

られるということではありません。主は私たち人間が近づくことなど決してできないお方

であるということです。この方は創造主であられます。聖なる方です。「聖なる」というの

は「分離している」という意味があります。この世と完全に分離しているのです。光が闇と

交わることがないように、私たちと神様との間には到底近づくことができない淵があるの

です。それが、罪がもたらした悲劇です。もし罪深い人間がちょっとでも近づこうものなら、

たちまちその場に倒れてしまうことになります。それが「遠くから」という意味です。預言

者イザヤはその聖なる方に触れたとき、「ああ、私は滅んでしまう。」と叫びました。「万軍

の主である王をこの目で見たのだから。」と(イザヤ 6:5)。しかし、そんな罪深い私たちを、

主は永遠の愛をもって愛してくださいました。それゆえ、わたしはあなたに真実の愛を尽く

し続けた、とエレミヤは言ったのです。 

 

ヨハネ 15章 16節には、「あなたがたがわたしを選んだのではなく、わたしがあなたがた

を選び、あなたがたを任命しました。それは、あなたがたが行って実を結び、その実が残る

ようになるため、また、あなたがたがわたしの名によって父に求めるものをすべて、父が与
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えてくださるようになるためです。」とあります。 

私たちが主イエスを選んだのではありません。主が私たちを選び、任命してくださいまし

た。これを「先行的恵み」と言います。私たちが求める前から、主が先行して私たちを選ん

でくださいました。私たちの側から神さまに近づいたのではありません。神の方から私たち

に近づいてくださったのです。これが最初のクリスマスです。クリスマスとは、神が私たち

に近づいてくださった日です。神が私たちを引き寄せてくださいました。だから、私たちは

主の後からついて行くことができるのです。感謝ですね。 

 

ところで、ここには「王は私を奥の間に伴われました」とありますね。どういうことでし

ょうか。ここから場面が変わります。これは花婿と花嫁の結婚式を表しています。花婿に引

き寄せられて花嫁が宮殿に向かいそこで結婚式が行われますが、花嫁は父親から離れて花

婿のもとへ近づいて行くのです。そこで二人は結ばれます。これは結婚式において二人が結

ばれた瞬間です。結婚式のクライマックスは二人が神の前に誓約をするときですが、これは

ちょうど結婚式において誓約がなされた直後のことです。二人は正式に夫婦として認めら

れます。そのしるしとしてキスが交わされたり指輪の交換がなされますが、ここでは王であ

る花婿が花嫁を奥の間に伴われるのです。そこは二人だけのプライベートルームです。そこ

で二人は親密な交わりへと導かれるのです。つまり、花嫁が花婿を王として、また主として

認めることによって二人は結ばれ、親密な関係に入っていくということです。どういうこと

かというと、もしあなたが花婿であられる主イエスと麗しい関係、親密な関係を持ちたいと

願うなら、この方を王として、また主として認める必要があるということです。もしあなた

がこの方をあなたの王として、また主として認め、この方にすべてをゆだねるなら、王であ

る花婿はあなたを奥の間に伴われ、より深い交わりと喜びを楽しむことができるようにな

るのです。 

 

私たちはそのように告白したはずです。ローマ 10 章 9～10 節にこうあります。「なぜな

ら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエスを死者の中からよみが

えらせたと信じるなら、あなたは救われるからです。 人は心に信じて義と認められ、口で

告白して救われるのです。」 

もしあなたがあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエスを死者の中か

らよみがえらせたと信じるなら、あなたも救われます。奥の間へと伴われ、そこで花婿なる

キリストとの深い交わりと喜びを楽しむことができるのです。それが礼拝です。礼拝とは何

でしょうか。礼拝とは英語で Worshipと言いますが、Worship とは神さまを「最も価値ある

ものとみなす」という意味があります。主イエスを最も価値あるものとみなすなら、あなた

の心に主への愛が満ち溢れ、主と麗しい関係を持つようになります。これがキリストの花嫁

である教会の心です。教会の心とは神を愛する心であり、礼拝を喜びます。教会にとってこ

れが生命線あり、いのちです。この Worshipの関係、愛の関係がないなら、どんな働きをし
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ても虚しいだけです。神さまの愛がわからないと神さまを愛するということがわかりませ

ん。その人にとって礼拝は愛をささげることではなく義務となります。愛の関係が義務とな

ると、神さまとのすべての関係が義務的になってしまいます。みことばも、祈りも、献金も、

生き方も、です。 

 

先週、韓国から宣教師として来日して東京で伝道しておられる崔先生と電話でお話しし

ました。先生は 1979年に来日すると、みことばと祈りに基づく教会形成に励んできました。

みことばと祈りに基づいてという言葉はだれでも口にする言葉ですが、先生はこれを実践

しておられます。毎週金曜日は午前 10時から午後 3時まで祈り会をもっておられるのです。

午前 10時から午後 3時までの 5時間です。それを毎週続けておられる。1時間祈ったら 10

分くらい休憩してまた祈ります。そのようにして 5時間祈るのです。そこでは日曜日に聞い

たみことばをどのように自分の生活の中に実践しているのかの分かち合いもします。みこ

とばを聞くだけではなく、それを実行しなければなりません。その聞いたみことばをどのよ

うに実行したか、あるいは、どのようにしたら実行できるのかを分かち合って祈るのです。

それを 10年続けています。それまでは徹夜で祈っていましたが、今は日中持つようになり

ました。5時間と聞くと長いように感じますがあっという間です。先生はいつも祈っていま

す。道を歩いても、聖霊様が「祈りなさい」というと、その場でひざまずいて祈ります。す

るとあとでどうして聖霊様がそのように導いてくださったのかを示してくださるのだそう

です。 

どうして先生はこんなに祈れるのでしょうか。それは主を愛しておられるからです。まだ

日本に来る前に早天祈祷会で祈っていたとき、聖霊のバプテスマを受けました。これはペン

テコステ派が言っているような異言の伴う聖霊のバプテスマのことではなく、圧倒的な聖

霊の満たしでした。人生の価値観が全く変えられたのです。後でそれが聖霊のバプテスマだ

ったということに気付かされたのです。聖霊のバプテスマ、あるいは、聖霊の満たしを受け

ると、人生の考え方、価値観が全く変えられます。主を心から愛するようになるのです。水

のバプテスマだけでは変わりません。聖霊のバプテスマ、聖霊の満たしが必要です。それは

イギリスの伝道者ロイド・ジョーンズも言っていることです。聖霊の満たしを受けると、主

を愛せずにはいられなくなります。主を礼拝せずにはいられなくなるのです。 

先生は毎日、目で聖書を読み、耳で聞く聖書を聞き、口で祈りながら聖書を読みます。す

ごいですね。目と耳と口で同時に聖書を読むのです。日々主の臨在に溢れているのです。雨

が降ってもハレルヤです。問題があっても、すべて主にゆだねて祈ります。病院で治療でき

ないと宣告された病も癒されました。どんなに病気になっても長くて 3 日で癒されると言

います。バッグをなくしたとき、「主よ、財布だけでも戻してください」と祈ったら、本当

に財布だけ交番に届けられたそうです。本当に主との交わりをエンジョイしているんです

ね。これが礼拝です。これが花嫁の心です。花嫁の心とは主を愛する心であり、主を礼拝す

る心です。この愛の関係、Worshipの関係こそ、私たちにとっていのちなのです。 
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Ⅰコリント 13 章 3 節に、「また、たとい私が持っている物の全部を貧しい人たちに分け

与え、また私のからだを焼かれるために渡しても、愛がなければ、何の役にも立ちません。」

とあります。愛は関係です。「愛しなさい」と言われても愛はわかりません。愛が分かる唯

一の方法は、無条件に愛されていることを知ることです。それは完全に赦されていることを

知る経験かもしれません。イエスさまの十字架の贖いが、聖霊さまによってはっきり心に刻

まれるとき、真の悔い改めと同時に、その計ることのできない神の愛が私たちの内に注がれ

ます。それが主への賛美と変えられるのです。これが花嫁の心です。多く赦された者は多く、

いや、よけいに愛するようになるのです。 

 

あなたはどうでしょうか。主はあなたを引き寄せてくださいました。主は永遠の愛をもっ

てあなたを愛されました。その主の愛に感謝し、この方こそ私の主ですと告白し、この方に

すべてをささげようではありませんか。そのときあなたも香油が注がれたような麗しい主

の愛の中へと導かれます。親密で深い交わりを持つことができるのです。主は麗しいお方で

す。主は香油のように香り芳しいお方です。主はあなたを引き寄せてくださいます。私たち

も、「イエスさま、あなたは主です。あなたは私の罪のために十字架で死なれ、三日目によ

みがえられました。あなたに私の人生のすべてをささげます」と祈りましょう。そして、主

との麗しい愛の関係、礼拝の心を持たせていただこうではありませんか。 


